
ふりがな 性別

氏名 女

出身地

現住所

所属先

練習場所

年 月

2024 4

2027 3

年 月

2024 11

2025 2

2025 11

2026 2

年 月
2024 1

2024 3

2025 1

2025 12

■自己ＰＲ（競技で培った能力や経験を通じて企業に貢献できる内容など）

就職希望条件

③勤務日数・時間帯
4月（週3-5日）時短勤務。合宿期間（5月～8月）シーズン中（9月～3月中旬）は競技優先させていただきた
くご相談させてください。

私は2030年と2034年の両冬季オリンピックでの金メダル獲得を目標に掲げ、競技活動に邁進しております。現在までに培った
「高い集中力」と「客観的な課題解決能力」を武器に社会人としても、高い目標に対して粘り強く取り組み、成果を追求する所存で
す。

私は9歳からスピードスケートを始め、11歳からはショートトラックにも取り組み、現在に至るまで二つの競技を両立してきまし
た。私の強みは、一度決めた目標に対して一切の妥協を許さず、日々の地道なトレーニングを極めて高い集中力で継続できる
点です。現状に甘んじることなく、常に「さらに上を目指すには何が必要か」を自らに問い続ける姿勢は、様々な業務で改善を繰
り返しながら最後までやり遂げる力になると確信しています。中学生で全日本選手権優勝を果たしましたが、その後の国際大会
では世界の壁を痛感しました。当初は結果に一喜一憂することもありましたが、真に世界で勝つためには「自分を客観視するこ
と」が不可欠だと学びました。現在は、結果に一喜一憂するのではなく、ビデオ分析等で自身の滑走フォームや戦略の弱点を徹
底的に分析し、解決することを大切にしています。この「事実に基づき、基本に立ち返って課題を解決する力」は、仕事場でのトラ
ブル対応やプロセス改善にも直結するスキルです。また中学時代から親元を離れ、社会人選手が中心の環境で合宿生活を経
験する中、自ら積極的に話していく事で、世代を超えた信頼関係を築く力を養いました。アスリートとして培った経験を仕事場でも
最大限に発揮し、周囲への感謝と謙虚な姿勢を常に忘れず、チームに活力と成果をもたらす存在として、大きく貢献して参りま
す。

①職種・仕事内容 どんな業務でも前向きに取り組みます。

②勤務地 中部・関東

第47回全日本ショートトラックスピードスケート選手権大会 500m 2位/1000m 2位

第48回全日本ショートトラックスピードスケート選手権大会 1000m 2位/1500m 8位

■国内大会の主な戦績
大会名 戦　績

第46回全日本ショートトラックスピードスケート選手権大会 1500m 優勝/1000m 4位/最優秀選手賞

第10回ジャパントロフィーショートトラックスピードスケート選手権大会 500m 優勝/1000m 優勝/1500m 優勝

 ジュニアワールドカップスピードスケート(ミラノ) 1000m 2位/1500m 2位/3000m 4位/マススタート 8位/チームパシュート 優勝

世界ジュニア選手権大会（ソルトレイクシティ） 500m5位/1000m/優勝/1500m6位/3000mリレー4位／混合団体リレー3位

大会名 戦　績

 ジュニアワールドカップスピードスケート (トマショフマゾウィエツキ) 1500m 優勝/3000m 優勝/マススタート 2位/チームパシュート 3位

 ISU世界ジュニアショートトラックスピードスケート選手権大会 500m 2位/1000m 6位/3000mリレー 3位

■国際大会の主な戦績

長野県南佐久郡

長野県南佐久郡

小海高等学校

帝産アイススケートトレーニングセンター  (長野県南佐久郡南牧村野辺山)

顔写真

■免許・資格

【選手プロフィール】
■学歴・職歴

学歴・職歴

長野県小海高等学校  入学

長野県小海高等学校  卒業見込み

関口　綾野 2008年11月12日

就職支援希望アスリート「エントリーシート」

せきぐち　あやの 生年月日・年齢

競技中の写真
競技名／種別・種目 スケート／ショートトラック　 スピードスケート 17 歳


